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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　呼の強制デフォルトルーティングを行う方法であって、受信ネットワークの１つの信号
転送ポイントにおいて行われる、以下の、
　被呼者番号に従ってダイヤルされた加入者に宛てられた呼に関連付けられた初期アドレ
スメッセージを受信するステップと、
　初期アドレスメッセージ内の転送呼インジケータビットを識別するステップと、
　ダイヤルされた加入者へ呼のルーティングを行うためのロケーションルーティング番号
を取得するための、ローカル番号移植性の照会が初期アドレスメッセージに対して行われ
ていないことを示す第１の状態に、転送呼インジケータビットがあるかどうかを判定する
ステップと、
　転送呼インジケータビットが第１の状態にある場合には、データベース問合せが活動化
されているかどうかを判定するステップと、
　データベース問合せが活動化していない場合には、転送呼インジケータビットを第２の
状態に置くステップと、
　ローカル番号移植性の照会を行うことなく、被呼者番号に従って呼を引き続き処理する
ために初期アドレスメッセージを受信サービス交換ポイントへ送信するステップとを含む
、呼の強制デフォルトルーティングを行う方法。
【請求項２】
　転送呼インジケータビットが第１の状態にない場合に、呼を引き続き処理するために初
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期アドレスメッセージを前記受信サービス交換ポイントへ送信するステップをさらに含む
、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　データベース問合せが活動化されている場合に、被呼者番号を用いて、ダイヤルされた
加入者が番号移植されているかどうかを、データベースに問い合わせるステップをさらに
含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　データベース問合せに応答して、ダイヤルされた加入者が番号移植されているかどうか
を判定するステップをさらに含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　ダイヤルされた加入者が番号移植されていない場合に、転送呼インジケータビットを第
２の状態に置くステップをさらに含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　ダイヤルされた加入者が番号移植されている場合には、ダイヤルされた加入者が前記受
信ネットワークに属しているかどうかを判定することさらに含む、請求項４に記載の方法
。
【請求項７】
　ダイヤルされた加入者前記が受信ネットワークに属していない場合には、転送呼インジ
ケータビットを第２の状態に置くステップをさらに含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　ダイヤルされた加入者が前記受信ネットワークに属している場合には、呼を引き続き処
理するために初期アドレスメッセージを前記受信サービス交換ポイントへ送信するステッ
プをさらに含み、転送呼インジケータビットが第１の状態のままである、請求項６に記載
の方法。
【請求項９】
　ダイヤルされた加入者が前記受信ネットワークに属しているかどうかを判定するステッ
プが、
　被呼者番号に関連付けられたロケーションルーティング番号を検索するステップと、
　検索されたロケーションルーティング番号を受信ネットワーク専用ロケーションルーテ
ィング番号のリストと比較するステップとを含み、検索されたローカルルーティング番号
も受信ネットワーク専用ロケーションルーティング番号のリストにある場合には、ダイヤ
ルされた加入者が、前記受信ネットワークに属しているとする、請求項６に記載の方法。
【請求項１０】
　ダイヤルされた加入者が前記受信ネットワークに属しているかどうかを判定するステッ
プが、
　被呼者番号に従ってダイヤルされた加入者のレコードにアクセスするステップと、
　ダイヤルされた加入者が受信ネットワークに属するということがダイヤルされた加入者
のレコードのサービスプロバイダ識別子によって示されているときに、ダイヤルされた加
入者が前記受信ネットワークに属していると判定するステップを有する、請求項６に記載
の方法。
【請求項１１】
　ダイヤルされた加入者が前記受信ネットワークに属しているかどうかを判定するステッ
プが、
　被呼者番号に関連付けられた発呼名伝達グローバルタイトル変換エントリにアクセスす
るステップと、
　エントリの宛先ポイントコードフィールドを検索するステップと、
　宛先ポイントコードフィールドのネットワーク識別子が前記受信ネットワークに対応す
る値を持っている場合には、ダイヤルされた加入者が前記受信ネットワークに属している
と判定するステップを有する、請求項６に記載の方法。
【請求項１２】
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　呼の強制デフォルトルーティングを行うための通信システムであって、
　発信側加入者から受信した被呼者番号に応答して、ダイヤルされた加入者への呼を処理
するように動作可能な発信側サービス交換ポイントと、
　発信側サービス交換ポイントから初期アドレスメッセージを受信するように動作可能な
信号転送ポイントであって、初期アドレスメッセージが被呼者番号および転送呼インジケ
ータビットを含み、信号転送ポイントは、転送呼インジケータビットが第１のまたは第２
の状態かを判定するように動作可能であり、第１の状態は、ダイヤルされた加入者へ呼の
ルーティングを行うためのロケーションルーティング番号を取得するための、ローカル番
号移植性の照会が初期アドレスメッセージに対して行われていないことを示し、信号転送
ポイントは、転送呼インジケータビットが第１の状態にある場合には、データベース問合
せが活動化されているかどうかを判定するように動作可能であり、信号転送ポイントは、
データベース問合せが活動化されていない場合には、転送呼インジケータビットを第２の
状態に置くように動作可能であり、信号転送ポイントは、ローカル番号移植性の照会を行
うことなく被呼者番号に従って呼を引き続き処理するために、初期アドレスメッセージを
受信サービス交換ポイントへ送信するように動作可能な信号転送ポイントとを備える、呼
の強制デフォルトルーティングを行うための通信システム。
【請求項１３】
　信号転送ポイントが、転送呼インジケータビットが第２の状態にある場合には、呼を引
き続き処理するために初期アドレスメッセージを前記受信サービス交換ポイントへ送信す
るように動作可能な、請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　データベース問合せが活動化されている場合に、ダイヤルされた加入者が番号移植され
ているかどうかを、被呼者番号を備えるデータベースに問い合わせるように動作可能な信
号転送ポイントと結合されたデータベースをさらに備える、請求項１２に記載のシステム
。
【請求項１５】
　信号転送ポイントが、問合せに応答して、ダイヤルされた加入者が番号移植されている
かどうかを判定するように動作可能であり、信号転送ポイントは、ダイヤルされた加入者
が番号移植されていない場合に、転送呼インジケータビットを第２の状態に置く動作が可
能である、請求項１４に記載のシステム。
【請求項１６】
　信号転送ポイントが、問合せに応答して、ダイヤルされた加入者が番号移植されている
かどうかを判定するように動作可能であり、信号転送ポイントは、ダイヤルされた加入者
が番号移植されている場合には、ダイヤルされた加入者が前記受信ネットワークに属して
いるかどうかを判定するように動作可能であり、信号転送ポイントは、ダイヤルされた加
入者が前記受信ネットワークに属していない場合には、転送呼インジケータビットを第２
の状態に置く動作が可能である、請求項１４に記載のシステム。
【請求項１７】
　信号転送ポイントが、問合せに応答して、ダイヤルされた加入者が番号移植されている
かどうかを判定するように動作可能であり、信号転送ポイントは、ダイヤルされた加入者
が番号移植されている場合には、ダイヤルされた加入者が前記受信ネットワークに属して
いるかどうかを判定するように動作可能であり、信号転送ポイントは、ダイヤルされた加
入者が前記受信ネットワークに属している場合には、呼を引き続き処理するために初期ア
ドレスメッセージを前記受信サービス交換ポイントへ送信するように動作可能であり、転
送呼インジケータビットが第１の状態のままである、請求項１４に記載のシステム。
【請求項１８】
　信号転送ポイントから初期アドレスメッセージを受信するように動作可能であり、初期
アドレスメッセージに従って呼を処理するように動作可能な受信サービス交換ポイントを
さらに備える、請求項１２に記載のシステム。
【請求項１９】
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　初期アドレスメッセージに従って呼を処理するために、受信サービス交換ポイントから
初期アドレスメッセージを受信するように動作可能な受信信号転送ポイントをさらに備え
る、請求項１８に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、一般に通信呼の処理、より詳細には、呼の強制デフォルトルーティングを行
うシステムおよび方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　１９９６年の電気通信法の結果としてのネットワークの発展により、顧客の機能をサポ
ートして、１つの通信サービスプロバイダから他者へ変更する特定の手順（以下、番号移
植性（ＮＰ）と呼ぶ）の必要性が生じてきている。特定の手順および基準は、ＮＰをサポ
ートする通信業界で発達してきた。これらの変更の規模は膨大なもので、破局的なネット
ワークイベントに関連して、ネットワーク技術を場合によっては圧迫する可能性のある状
態を作り出してきている。財政管理のシナリオも作り出されている。
【０００３】
　多くの場合、照会が、ＮＰ環境の呼伝達のために必要とされる。照会は、必要なルーテ
ィング情報を入手して呼のルーティングを行うために、照会元のスイッチからネットワー
クデータベースへ送られる、シグナリングシステム番号７（ＳＳ７）メッセージから構成
される。このことを成し遂げるための解決策は、ロケーションルーティング番号（ＬＲＮ
）ソリューションと呼ばれている。顧客が移植された加入者に電話をかける場合、ダイヤ
ルされた番号は、照会としてＬＲＮアプリケーションへ送られる。そのアプリケーション
は、ＬＲＮを返し、次いで、照会するスイッチおよびそれ以降のスイッチがそのＬＲＮを
使用して、そのＬＲＮと同じネットワークルーティングアドレス（ＮＲＡ）を有するネッ
トワークエレメントに呼のルーティングを行う。照会するスイッチは、その被呼番号をＩ
ＡＭのジェネリックアドレスパラメータ（ＧＡＰ）に入れ、その呼を照会済みの呼として
印を付ける。このことは、下り回線の交換設備に、照会はこれ以上必要ではないと伝える
ものとなる。これは、遠端スイッチに、ダイヤルされた番号の適切な情報も提供する。そ
の遠端スイッチで受信が行われると、ＧＡＰおよび被呼者アドレスが、サービスサポート
および呼の完了のために戻される。
【０００４】
　１つのネットワークで行われる照会の量は、無線から有線回線の呼、および受信ネット
ワークに到達前にあらかじめ照会されたことのない呼から構成される。この量は、受信ネ
ットワークに伝達される非照会の呼の数に基づいて、かなりの量になる可能性がある。非
照会の呼は、競争的地域通信事業者（ＣＬＥＣ）のネットワークおよび長距離通信事業者
（ＩＥＣ）のネットワークから入ってきて、これらのネットワークには、照会を行う機能
がないか、あるいは何らかの理由で、これらのネットワークの１つまたは複数が、ＮＰ照
会を行わない（例えば、ＮＰデータベースの使用不能のネットワークなど）。周知のよう
に、無線ネットワークは、１９９６年の電気通信法に示されているように、１９９８年１
２月３１日までは、照会機能の所持をスケジュールされてはいない。したがって、無線ネ
ットワークは、トラフィックを通常のように、現存の有線回線ネットワークに伝達し、現
存のネットワークに必要とされるＮＰ照会処理を行うことを期待することになる。現存の
ネットワークは、十分な容量を持ち、この拡大する必要を処理できるように技術構成され
なければならない。現存のネットワークには、何らかの形のコスト回収および管理も認め
られている。
【０００５】
　現存のネットワークは、隣接するネットワークのイベントのために、非照会のメッセー
ジで溢れてしまう可能性がある。隣接するネットワークでの障害で、すべての呼が、現存
のネットワークへルーティングされるデフォルトになる可能性がある。このタイプのイベ



(5) JP 4755753 B2 2011.8.24

10

20

30

40

50

ントは、現存ネットワークが効果的に呼を処理する機能を失ってしまう可能性がある、技
術構成された容量を超えて、現存のネットワーク設備を駆動することが予測される。した
がって、呼を処理して、ネットワークでのこの輻輳を回避することが望ましい。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
　前述のことから、当分野の技術者は、番号移植性の環境で、通信を処理するための改良
された技術が必要となっていることを、よく理解するであろう。本発明に従って、従来の
番号移植性の呼処理技術に関連する欠点および問題を大幅に削除または軽減する、呼の強
制デフォルトルーティングを行うシステムおよび方法が提供される。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　本発明の一実施形態によれば、被呼者番号にかけられた呼に関連付けられた初期アドレ
スメッセージの受信を含む、呼の強制デフォルトルーティングを行う方法が提供される。
転送呼インジケータビットは、初期アドレスメッセージ内で識別される。転送呼インジケ
ータビットが、第１の状態にあるかどうかについての判定が行われ、この第１の状態は、
ローカル番号移植性の照会が、初期アドレスメッセージに対してまだ行われていないこと
を示している。転送呼インジケータビットが、第１の状態で受信されたことの判定に応答
して、転送呼インジケータビットは第２の状態に置かれる。初期アドレスメッセージは送
信され、ローカル番号移植性の照会を行うことなく、被呼者番号に基づいて呼が引き続き
処理される。
【０００８】
　本発明には、従来の番号移植性の処理技術に対して種々の技術的な利点がある。例えば
、１つの技術的利点は、データベース照会を経ることなく、被呼者番号に基づいて強制的
に呼の処理を行うことである。本発明の他の技術的な利点は、初期アドレスメッセージか
らジェネリックアドレスパラメータの使用を削除することである。さらに他の技術的な利
点は、タンデムスイッチの照会をしないで済ませることができることである。他の技術的
利点は、以下の図、説明、請求項から当分野の技術者にとっては、容易に明らかになろう
。
【０００９】
　本発明およびその利点をより完全に理解するために、参照が、同じ参照符号は同じ部分
を表している、添付図面に関連して述べている以下の説明で行われている。
【００１０】
【発明の実施の形態】
　図１は、通信ネットワーク１を示している。通信ネットワーク１には、シグナリングシ
ステム番号７（ＳＳ７）リンクセット１５および１６を介して、１つまたは複数のサービ
ス交換ポイント１２および１３に結合された信号転送ポイント１０が含まれる。信号転送
ポイント１０は、ＳＳ７リンクセット１７を介して、少なくとも１つの他の信号転送ポイ
ント１４とも結合している。サービス交換ポイント１２および１３は、中継線で相互に接
続され、無線サービスプロバイダの移動体サービス交換局（ＭＳＣ）、および１つまたは
複数のアクセスタンデムスイッチを含む可能性もある。サービス交換ポイント１２および
１３は、電話サービス加入者の通信設備２０および２２と結合されるか、さもなければ通
信を行う。ローカル番号移植（ＬＮＰ）を行うために、各信号転送ポイント１０および１
４は、ＬＮＰデータベース２４および２６にそれぞれアクセスする。ＬＮＰデータベース
２４および２６には、移植された電話番号およびそれに対応するローカルルーティング番
号が収納されている。サービスプロバイダのサービス交換ポイント１２にＬＮＰ機能がな
い場合、そのサービスプロバイダは、他のサービスプロバイダと業務協定してもよく、該
他のサービスプロバイダは、ローカルルーティング番号を入手するための信号転送ポイン
ト１４を所有し、ＬＮＰデータベース２６で、ＬＮＰルックアップを提供する。しかし、
これらのタイプの協定の費用は、高額になってきている。
【００１１】
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　今日規定されている番号移植性（ＮＰ）は、ＮＰデータベースを照会するための判定を
交換システムの手に委ねる。図１を使用すると、呼は、ネットワークＡのサービス交換ポ
イント１２から、ネットワークＢのサービス交換ポイント１３へルーティングされる。ネ
ットワークＡが、呼をネットワークＢに伝達する前に、ＮＰ照会を行わない場合は、ネッ
トワークＢで、照会を行うことになる。呼が、（移植可能領域の）非移植加入者に対する
ものであったとしても、この例のネットワークＢは、多くの場合、照会の実行を必要とす
ることになる。
【００１２】
　着信インターネットワーク呼は、一般に受信ネットワークのサービス交換ポイントに伝
達される。転送呼インジケータ（ＦＣＩ：Ｆｏｒｗａｒｄ　Ｃａｌｌ　Ｉｎｄｉｃａｔｏ
ｒｓ）「ｍ」ビットが設定されておらず、ダイヤルされた番号が移植可能領域内のもので
ある場合、アクセスタンデムが、強制的に照会を行うことになり、呼のための適切なルー
トを判定するはずである。本明細書で規定されている機能によって、ＳＴＰリンクセット
に着信しているメッセージが中断される。この機能によって、ＦＣＩ「ｍ」ビットがまだ
設定されていない場合、ＦＣＩ「ｍ」ビットが設定される。このビットの設定は、受信す
るスイッチに、照会を行わず、被呼者番号フィールドに基づいてルーティングを行うこと
を通知するものである。受信ネットワーク内の加入者への呼は、加入者へのサービスを行
っているスイッチへ伝達される。受信ネットワーク以外の加入者への呼は、発信側ネット
ワークへバックする空の呼処理を受信する。
【００１３】
　転送呼インジケータ（ＦＣＩ）「ｍ」ビットは、呼のセットアップに使用される、統合
サービスディジタルネットワークユーザパート（ＩＳＵＰ：Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｓｅ
ｒｖｉｃｅｓ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｕｓｅｒ　Ｐａｒｔ）の初期アドレス
メッセージ（ＩＡＭ：Ｉｎｉｔｉａｌ　Ａｄｄｒｅｓｓ　Ｍｅｓｓａｇｅ）内の必須のＦ
ＣＩパラメータで一般に搬送される。このＦＣＩ「ｍ」ビットは、ＮＰ照会を行うスイッ
チによって設定される。ビットの設定は、下り回線のスイッチおよびネットワークに、Ｎ
Ｐデータベースに対して照会済みであり、したがってその必要はないことを表示するもの
である。
【００１４】
　強制デフォルトルーティング（ＦＤＲ：Ｆｏｒｃｅｄ　Ｄｅｆａｕｌｔ　Ｒｏｕｔｉｎ
ｇ）は、他のネットワークから受信する番号移植性のトラフィックを監視し、デフォルト
および特定の基準に対して適用されるメッセージの調査に基づいて、照会表示を設定する
、信号転送ポイント（ＳＴＰ）の機能である。これは、ネットワークイベントのインパク
トを予防するためであろうとも、またはコスト回収財務管理を提供するためであろうとも
、受信ネットワークで、所望の結果を達成する。
【００１５】
　強制デフォルトルーティング（ＦＤＲ）は、各交換済みのＩＳＵＰ　ＩＡＭ　メッセー
ジに問い合わせる機能である。ＦＤＲ機能は、指定されたリンクセットを介して受信した
ＩＡＭメッセージに問い合わせ、ＦＣＩ「ｍ」ビットが値０（すなわち、関連付けられた
ＮＰ照会が、このメッセージのためには行われていない）であるかどうかを確認する。
【００１６】
　この機能は、場合によっては、呼の伝達を阻止することもでき、それは受信ネットワー
クへ移植され、それに関連付けられた呼セットアップメッセージが、その呼はまだ入った
ことはないことを示す加入者に対するものである。この事例に対応するために、ＳＴＰの
ＮＰデータベースに対する照会を行って、ダイヤルされた番号が、受信するネットワーク
の加入者に属するものかどうかを確認する。加入者が受信したネットワークに属している
場合、ＦＣＩ「ｍ」ビットは設定されず、そのようにして、受信したネットワークのスイ
ッチにＮＰ照会を行うよう通知される。
【００１７】
　図２は、強制デフォルトルーティングを行う信号転送ポイント１０での処理を示してい
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る。処理は、ステップ３０から開始し、ステップ３０で信号転送ポイント１０は、ＩＡＭ
をサービス交換ポイント１２から受信する。ＩＡＭは、加入者２０が呼を、被呼者番号を
ダイヤルすることで開始したことを示している。信号転送ポイント１０は、ＩＡＭのＦＣ
Ｉ「ｍ」ビットが、ステップ３２で設定されたかどうかを判定する。設定されている場合
、ローカル番号移植性の照会が、すでにこの呼に対して行われており、その呼に対する通
常のＳＴＰ処理は、ステップ３４でＩＡＭが受信サービス交換ポイント１３へ送られるこ
とで行われる。
【００１８】
　ＦＣＩ「ｍ」ビットが設定されていない場合、ステップ３６で、ＮＰデータベース問合
せが活動化しているかどうかがチェックされる。活動化していない場合、ＦＣＩ「ｍ」ビ
ットは、ステップ３８で１に設定され、その次にステップ３４で通常に処理される。活動
化している場合、ＬＮＰデータベース２４に対する問合せがステップ４０で開始する。被
呼者番号を使用して、ＬＮＰデータベース２４に問い合わせる。問合せの結果で、ダイヤ
ルされた加入者が移植されているかどうか、および受信したネットワークに属しているか
どうかが判定される。
【００１９】
　ステップ４２で、ダイヤルされた加入者が移植されていない場合、ＦＣＩ「ｍ」ビット
は、ステップ３８で１に設定され、その次にステップ３４で通常に処理される。ダイヤル
された加入者が移植している場合、処理の流れは、ステップ４４に進み、ダイヤルされた
加入者が受信したネットワークに属しているかどうかが確認される。ダイヤルされた加入
者が受信したネットワークに属していない場合、ＦＣＩ「ｍ」ビットは、ステップ３８で
１に設定され、その次にステップ３４で通常に処理される。ダイヤルされた加入者が受信
したネットワークに属している場合、ＦＣＩ「ｍ」ビットには、変更がなく０のままで、
ステップ３４で通常に処理される。ＦＣＩ「ｍ」ビットが０なら、受信サービス交換ポイ
ント１３および信号転送ポイント１４は、ＬＮＰデータベース照会チェックを行う。
【００２０】
　表１は、上述した強制デフォルトルーティングのプロセスを要約している。
【００２１】
【表１】

　上記の手順が完了すると、ＳＴＰは、ＦＤＲで処理済みのＩＡＭを、当初意図されてい
た受信サービス交換ポイント１３へ送る。そのメッセージを受信すると、受信サービス交
換ポイント１３は、通常のＮＰの手順を行う。そのポイントは、ＬＮＰデータベース２６
に、ＦＣＩ「ｍ」ビットが０かどうかを照会し、次いで通常のＮＰの手順に従って、ルー
ティングを行う。ＦＣＩ「ｍ」ビットが１の場合、示されているように、呼を宛先スイッ
チへルーティングする。ダイヤルされた加入者が宛先スイッチに属している場合、通常の
処理が適用される（すなわち、ダイヤルされた加入者への伝達を試みる）。ダイヤルされ
た加入者が宛先スイッチに属していない場合、その呼は、返送処理され、発信側へ戻され
る。この機能には、ＧＡＰパラメータとの対話がないのである。
【００２２】
　ＦＤＲによって、呼の伝達を、受信ネットワークのすべての現存加入者に行うことがで
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きる。特別な手順が、受信ネットワークへ、またはそのネットワーク内で移植された加入
者の処理を確実にするために必要とされる。ＦＣＩビットは、ダイヤルされた加入者が、
受信ネットワークに属する移植された加入者であることを見つける場合、設定されず、そ
のようにして、呼の伝達が、通常のＮＰの手順を介して、宛先スイッチへ行われる。ＦＣ
Ｉビットは、ダイヤルされた加入者が、受信したネットワークの加入者ではない場合、１
に設定され、したがって宛先スイッチでは、結果として空のコード処理ということになる
。
【００２３】
　複数の代替形態が、ダイヤルされた加入者が受信ネットワークに属しているかどうかを
判定するためにある。各代替形態は任意選択なので、顧客による選択が可能ある。第１の
代替形態では、移植された加入者のＬＲＮが、ネットワーク専用ＬＲＮに対してチェック
される。この第１の代替形態では、ダイヤルされた番号を使用して、ＬＲＮがＬＮＰデー
タベース２４から検索される。次いでＬＲＮが、ネットワーク専用ＬＲＮのリストに対し
てチェックされる。加入者は、検索されたＬＲＮがネットワーク専用ＬＲＮのリストに発
見される場合、受信ネットワークに属するものとして識別される。また加入者は、検索さ
れたＬＲＮがネットワーク専用ＬＲＮのリストに発見されない場合、受信ネットワークに
属さないものとして識別される。
【００２４】
　第２の代替形態では、移植された加入者のサービスプロバイダがチェックされる。以前
のネットワークおよび新しいネットワークに対するサービスプロバイダ識別子が、移植さ
れた加入者それぞれについて、番号移植性管理センタ（ＮＰＡＣ）からローカルＳＭＳへ
ダウンロードされる。この代替形態を用いる際、ローカルＳＭＳは、ＬＮＰデータベース
２４へ送られた各移植した加入者の記録付きの「新しい」サービスプロバイダ識別子をダ
ウンロードする必要がある。サービスプロバイダ識別子は、ＬＮＰデータベース２４の加
入者の移植された記録と関連付けられている。ダイヤルされた番号を使用して、ＬＮＰデ
ータベース２４の各移植した加入者の記録にアクセスし、サービスプロバイダ識別子フィ
ールドに加入者が受信ネットワークに属しているかどうかの問い合わせる。
【００２５】
　第３の代替形態では、ダイヤルされた加入者番号について、発呼名伝達（ＣＮＡＭ）グ
ローバルタイトル変換（ＧＴＴ）エントリの宛先ポイントコード（ＤＰＣ）がチェックさ
れる。ダイヤルされた番号を使用して、ＬＮＰデータベース２４の発呼名伝達（ＣＮＡＭ
）グローバルタイトル変換（ＧＴＴ）エントリにアクセスし、宛先ポイントコード（ＤＰ
Ｃ）フィールドが検索される。検索されたＤＰＣのネットワーク識別子フィールドが、受
信ネットワークのものである場合、加入者は、受信ネットワークに属するものとして識別
される。
【００２６】
　他のネットワークに属するものとして識別された移植された加入者への呼に対するＩＡ
Ｍメッセージは、任意選択で、ユーザの規定に基づいて廃棄される場合もある。この選別
機能を実行するために、ネットワークに属する移植した加入者を識別する機能が必要とさ
れる。この選別機能に対する規定は、リンクセットベースで提供される。
【００２７】
　表１の事例５で提供されている機能は、ダイヤルされた加入者が移植されていない場合
に、ＦＣＩ「ｍ」ビットが１に設定されることである。この機能は、非移植遮断処理（Ｎ
ＩＰ：Ｎｏｎ－Ｐｏｒｔｅｄ　Ｉｎｔｅｒｃｅｐｔ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ）と呼ばれる
。ＮＩＰ機能は、他の機能とともに、またはスタンドアロン機能として使用可能なオプシ
ョンである。これは、リンクセットベースで活動化される。
【００２８】
　本発明は、サービス交換ポイントでのローカル番号の移植性照会の必要性の除去および
通信ネットワークのアクセスタンデムを提供する。ＩＡＭを事前処理することによって、
ネットワークの交換ポイントでの、照会メッセージ過負荷による障害を回避することがで
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きる。監視機能を、照会手数料の支払いを拒否するネットワークに対して行うこともでき
る。隣接するネットワークで発生するイベントからのファイアウォールを設置することも
できる。加入者の帰属を判定することも、ＬＮＰデータの選別をすることもできる。
【００２９】
　したがって、本発明に従って提供さた、信号転送ポイントでの呼の強制デフォルトルー
ティングを行うシステムおよび方法は、上述の利点を満たすことは明らかである。本発明
を詳細に述べてきたが、種々の変更形態、代用形態、および代替形態は、当分野の技術者
により容易に確認可能であり、請求項で規定している本発明の趣旨および範囲を逸脱する
ことなく、作ることができることを理解すべきである。
【図面の簡単な説明】
【図１】通信ネットワークのブロック図である。
【図２】通信ネットワークの１つの信号転送ポイントで、強制デフォルトルーティングを
行うプロセスを示す図である。
【符号の説明】
１　通信ネットワーク
１０、１４　信号転送ポイント
１２、１３　サービス交換ポイント
１５、１６、１７　リンクセット
２０、２２　電話サービス加入者の通信設備
２４、２６　ＬＮＰデータベース

【図１】

【図２】
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